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雪

景
を
描

い
た

「木
曽

路
之
山

川
」
と
月
夜

を
描

い
た

「武

陽
全

澤

八
勝
夜

景
」
。
つ
ま

り
本

図
は

「雪

月
花
」
中

の
花

に
あ
た

る
。
そ
う
は

い

っ
て
も
花

な

ぞ
絵

の
な

か

の
ど

こ

に
も
描

か
れ

て

い
な

い
し

ゃ
あ
な

い
か
　
と

思
う

の
は
少
し
早
計

に
す
ぎ
る
．

堂

々
と
描

か
れ

て

い
る
で
は
な

い
か
．

い
く

つ
も

の
花

が
　
。

そ
う
　
白

い
渡
飛
沐
を
花

び
ら

に
持

つ
花

で
あ

る
．
渦
潮
を
花

に
見
立

て
て

い
る

の
だ
。

こ
う

し
た
広
童

の
機
知
も

こ
の
優

品
を

際
た
た

せ

て

い

る
要
素

で
あ

る
．

※
本
■
品
は
開
館
五
周
年
記
念
特
別
民
「広
重
画
業
民
」
の
後
期
（―
月

一十
七
日
本本
）

～
十

一
月
三
十
七
日
（日
し
に
出
出
さ
れ
ま
す
．

（十
芸
員
　
津

回
草
子
） 上上二」ピ 』l l tt i考
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一
よ
り
楽
し
く
、
身
近
に
一

友
の
会
は
、
側
面
か
ら
美
術
館
活
動
を

応
援
す
る
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
交
流

を
深
め
　
美
術
館
を
よ
り
楽
し
く
　
身
近

な
も
の
と
し
　
豊
か
な
生
活
を
送
り
た

い

美
術
館
と
共
に

馬
頭
広
重
美
術
館
友
の
会
は
　
美
術
館
が
行
う
事
業
へ
の
協
力
や
支
援
を
す
る
と
共
に
会

員
の
教
養
　
親
陸
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
十
二
年
八
月
に
発
会
　
展
覧
会
や
美
術
館

の
研
修
視
察
　
友
の
会
会
報
の
発
行
　
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
や
会
員
の
特
典
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

と
考
え
る
皆
さ
ん
に
そ
の
機
会
を
提
供
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
　
馬
頭
広

重
美
術
館
に
は
、
四
百
五
十
あ
ま
り
の
個

人
、
法
人
会
員
が
い
ま
す
。

会
員
は
　
馬
頭
広
重
美
術
館
の
展
覧
会

が
会
員
証
の
提
示
だ
け
で
何
回
で
も
無
料

で
観
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
美
術
館
人
館
者
の
増
加
に
つ
な
が

っ

て
い
ま
す
。

ま
た
　
鑑
賞
旅
行
や
講
演
会
に
も
参
加

で
き
、
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

の
商
品

が
割
引
か
れ
ま
す
。
鑑
賞
旅
行
は
　
江
戸

東
京
博
物
館
や
静
岡
県
山
比
町
の
東
海
道

広
重
美
術
館
、
山
形
県
天
童
市
の
広
重
美

術
館
と
　
浮
世
絵
の
展
覧
会
を
中
心
に
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
二
月
に
は
　
東

京
国
立
近
代
美
術
館
の

「ゴ
ッ
ホ
展
」
に

も
出
か
け
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
　
美
術
館
が
主
催
す
る
講
演

会
や
請
習
会
の
案
内
、
友
の
会
の
会
報
に

よ
り
　
美
術
館
の
最
新
の
情
報
が
提
供
さ

れ
ま
す
。）

力
で
し
た
。
ま
た
、
北
斎
館
内
の
屋
台
の

天
丼
絵
　
肉
筆
画
　
版
本
、
錦
絵
等
の
作

品
。
高
井
鴻
山
と
い
う
悼
大
な
パ
ト

ロ
ン

と
の
め
ぐ
り
逢
い
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
数
々

を
残
す
こ
と
が
で
き
た
北
斎
は
と
て
も
幸

せ
な
晩
年
だ

っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
。
中
鳥
千
波
館
で
は
、
現
代
の
日
本
両

も
堪
能
し
ま
し
た
。

二
日
日
は
善
光
寺
の
円
前
町
長
野

へ
。

長
野
県
立
信
濃
美
術
館
　
東
山
魁
夷
館
。

以
前
に
娘
と
訪
れ
た
時
は
　
あ
い
に
く
休

館
日
で
見
学
で
き
な
か

っ
た
所
で
す
。
難

し
い
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
几
人
に

は
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
構
図
　
青
と
緑

の
色
彩
の
す
ば
ら
し
さ
　
絵
の
そ
れ
ぞ
れ

に
ド
ラ
マ
を
感
じ
な
が
ら
、
そ
し
て
あ
ま

り
に
も
時
間
が
早
く
過
ぎ
て
ゆ
く
の
を
恨

め
し
く
思
い
な
が
ら
美
術
館
を
後
に
し
ま

し
た
。
以
前
か
ら
憧
れ
て
い
た
小
布
施
と

東
山
魁
夷
の
世
界
に
浸
り
　
時
間
は
瞬
く

間
に
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
心
温
ま
る

索
敵
な
二
日
間
を
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま

し
た
。

栃
木
県
下
都
賀
郡
■
生
町
　
清

水

貞

子

年
会
資
は
、　
一
般
会
員
三
千
円

（学
生

は
千
五
百
円
）
、
特
別
会
員

一
万
円
、
法

人
会
員

一
Ｈ
三
万
円
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特

典
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
　
お

中
し
込
み
は
友
の
会
事
務
局

（〇
二
八
七

―
九
二
上

一
九
九
）
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

友
の
会
会
員
に
な
り
　
初
め
て
長
野
県

小
布
施
方
面
の
見
学
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

北
斎
が
最
晩
年
を
過
こ
し
た
北
信
濃
の

小
さ
な
山
里
　
小
布
施
．
八
十
九
歳
の
北

斎
が
描

い
た
岩
松
院
の

「鳳
凰
図
」
は
、

畳
二
十

一
枚
分
も
あ
る
天
丼
絵
．
八
方
晩

み
の
鳳
凰
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が

い
っ
た
い
何
を
呪
ん
で
い
る
の
か
聞
い
て

み
た
く
な
る
ほ
ど
の
鮮
や
か
な
色
彩
と
迫

日
会
員
募
集
中

美
術
鑑
賞
や
美
術
館
　
浮
世
絵
や
歴
史

に
興
味
を
お
持
ち

の
方
、
も

っ
と

い
ろ
い

ろ
な

こ
と
を
知
り
た

い
方
、
馬
頭
広
重
美

術
館
友
の
会
に
入
会
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

）

問lr 5月年を迎えるち頭呟口美術館

1ヽ li施北Ⅲ
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囲単ややW

美
術
館

ョ
ン
を

一
括
し
て
所
蔵
、
展
示
し
て
く
れ

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
．

満
五
歳

馬
頭
広
重
美
術
館
は
平
成
十
二
年
十

一

月
二
日
に
開
館
、
も
う
す
ぐ
満
五
歳
で
す
。

五
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
　
そ
の
足
跡

を
た
ど

っ
て
み
ま
し
た
。

「
一‐訓だ
コ
レ
ク
シ
ヨ
ン
の
壻
舶ド
」

き

っ
か
け
は
、
兵
庫
県
芦
屋
市
在
住
の

青
木
氏
か
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寄
贈
で

し
た
。
氏
家
　
佐
久
山
　
西
那
須
野
を
中

心
に
実
業
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
青
木
藤

作
氏
が
収
集
し
た
歌
川
広
重
の
肉
筆
画
を身近に感 じた志功展

中
心
と
す
る
も
の
で
、
阪
神
淡
路
大
震
災

に
被
災
さ
れ
た
遣
族
か
ら
　
「
コ
レ
ク
シ

が
る
豊
か
な
緑
を
活
用
し
つ
つ
周
り
の
景

観
か
ら
突
出
せ
ず
　
自
然
に
溶
け
込
む
よ

町
内
外

二
千
件

　

一
億
四
千
八
百
万
円
を

超
す
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
　
美
術
館
建
設
費
の

一
部
、
歌
川
広
重

『東
海
道
五
拾
二
次
之
内
」

（保
永
堂
版
）

の
作
品
購
入
な
ど
に
充

て
ら
れ
ま
し
た
．

ま
た
、
美
術
館
活
動

へ
の
積
極
的
な
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方

に
は
、
展
示
室

の
監

視
な
ど
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
の

活
躍
の
場
が
あ
り
ま
す
。
地
元
馬
頭
、
小

川

の
方
を
中
心

に
宇
都
宮
市
　
茨
城
県
城

里
町
な
ど
か
ら
　
現
在
約
六
十
名
の
方
々

が
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

※
本
年
―
月

一
日
、
馬
政
町
と
小
川
町
の
市
町

村
合
併
に
伴
い

「郷
珂
川
町
馬
頭
広
■
美
術
館
」

に
館
名
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
気
持

ち
で

＾，
後
も
皆
様
に
愛
さ
れ
る
美
術
館
を
目

指
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．

と
な

っ
て
伝
わ

っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

ひ

っ
か
き
画

の
よ
う
な
彩
色
　
大
胆
な
線
、

そ
れ
が
追
力
と
な
り
、
鯉

一
匹

一
匹

の
表

情

の
豊
か
さ
、
志
功

の
人
柄
が
表
れ
て
い

ま
し
た
。

人
と

の
出
会

い
　
よ
き
理
解
者

に
恵
ま

れ
た
志
功

の
人
間
性

に
触
れ
、
心
温
ま
る

見
学
会

に
な
り
ま
し
た
。
私
も
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
の
仲
間
と

の
出
会

い
を
大
切
に
、
こ

う

い
う
機
会

に
恵
ま
れ
た
こ
と

に
感
謝

い

た
し
ま
す
。
（水
曜
班
　
五
月
女

ト
ミ
ノ
）

※
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
部
で
は
　
年
二
日
研
修
旅
行

を
行
っ
て
い
ま
す
．

る
場
所
に
」
と
の
中
し
出
で
し
た
。
町
は

栃
本
県
の
支
援
を
受
け
、
地
域
振
興
や
観

光
　
文
化
の
拠
点
と
し
て
美
術
館
建
設
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

「

‐

　
　
優
れ
た
建
築

ま
た
、
屋
根
、
壁
に
地
元
産
の
杉
　
仕

上
げ
材
と
し
て
、
床
に
自
河
石
（声
野
石
）
、

壁
に
鳥
山
和
紙
な
ど
地
場
産
の
自
然
素
材

を
用
い
て
　
簡
素
で
あ
り
な
が
ら
豊
か
な

空
間
を
実
現
し
た
建
築
の
完
成
度
が
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。

「
‐
ダ
術
館
へ
の
住
民
参
加
‐
Ｌ

美
術
館
整
備
基
金

へ
の
寄
付
を
は
じ
め

と
し
て
　
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
参
加
や
美
術

館
の
名
称
公
募
な
ど
馬
頭
広
重
美
術
館
は
、

住
民
参
加
の
美
術
館
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

美
術
館
警
備
基
金

へ
は
、
美
術
館
整
備

に
役
立
て
て
欲
し

い
と

の
思

い
を
込
め
て

楽
し
み
な
見
学
会
で
し
た
。
そ
し
て
　
来

て
よ
か

っ
た
―
見
て
よ
か

っ
た
―
と

い
う

の
が
見
学
を
終
え

て
の
感
想

で
す
。

「大

和
美
し
板
画
柵
」
で
は
浜
日
庄
司
等
と
の

出
会

い
が
あ
り
　
川
上
澄
生

の
作
品
に
も

影
響
を
受
け
た
志
功
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

『東
海
道
五
十
三
次
」
で
は
　
音
と
今

の

人
物
、
風
景
で
な
く
人
間
性
も
感
じ
と
ら

れ
楽
し
く
見
て
ま
し
た
。
題
名

の
最
後

に

『柵
」
と

つ
け
て
い
る
こ
と

に
も
感
動
し

ま
し
た
。　
一
つ

一
つ
の
作
品

に
自
分

の
願

い
と
信
念
を
納
め
て
生
涯
の
道
標
と
し
た

こ
と
が
、
見
る
側

に
慈
愛
が
溢
れ
　
感
動

美
術
館
は
、

マ
ロ
ニ
エ
建
築
賞
、
村
野

藤
吾
賞
、
建
築
業
協
会
賞
　
ス
ピ
リ
ッ
ト

オ
ブ
　
ネ
ー
チ
ャ
ー
　
国
際
木
の
建
築
賞
、

日
本
建
築
学
会
作
品
選
奨
　
公
共
建
築
賞

特
別
賞
な
ど
　
国
内
外
の
建
築
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。
広
重
の
浮
世
絵
の
画
風
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
　
隈
研
告
氏
に
よ
る
設

計
で
　
大
屋
根
を
用
い
、
美
術
館
全
体
を

格
子
状
の
本
材
で
覆
う
意
匠
．
北
側
に
広

宇
都
宮
美
術
館
は
、　
マ
グ
リ
ッ
ト
の

「大

家
族
」
以
来
の
訪
館
で
し
た
。
学
芸
員
の

説
明
が
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
興
味
を

膨
ら
ま
せ
て
、

「棟
方
志
功
展
」

へ
と
進

め
ま
し
た
．

私
の
若

い
頃
す
で
に
志
功
は
有
名
で

テ
レ
ビ
や
週
刊
誌
な
ど
で
作
品
を
見
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
裸
婦
像
に
こ
だ
わ

る
作
品
が
多
く
　
好
き
に
な
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の

一
方
で
、
無
邪
気
な
笑

い
や

顔
が
つ
く
ほ
ど
に
近
づ
け
て
制
作
し
て
い

る
姿
に
親
し
み
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

今
の
自
分
は
ど
う
感
じ
る
の
た
ろ
う
か
、
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学芸itからのひとこと。展覧会の会期について

那珂川町馬頭広重美術館は 浮世絵や日本画を中心にして展覧会を開催しています。しかし これらの美術品

は大変 光に弱く色がFEせやすいため 照度を低くして展示しています。それでも保存のためには 作品を長期

間展示し続けることは控えなければなりません。そこで、当館ではおおよそ lヶ 月単位で作品を給入音えにして

います.つ まり常設展というものがありません。そのため もしかするとお目当ての作品が展示されていないこ

ともあります。

しかしながらこのことは 常に新鮮な視点からいろんな作品をこ鑑賞いただけるということでもあります。当

館では毎回 作品を何らかのテーマに沿つて展示しています。これからもこ来館のたびに皆さんに新しい発見を

していただけるよう 知恵を振り絞って展覧会を開催していきたいと思います。我々に遣された貴重な作品を後

世に永く伝えていくためにも 当館の展覧会開催方法にこ理解をお願いいたします。  (学 芸員 津田卓子)

企画晨 青木 コレクシ ョン名品展

12月 1日 (木 )～平成18年 1月 9日 (月 祝)

ミューシアムトークニ12"3 1711,17 ●で「げ |

‐離5同事己鋼嘱 広重画業展
前期=9月 23日 (金 )～ 10月 23日 (日 )

後期=10月 27日 (木 )～ 11月 27日 (日 )

ミュージアム トーク

前期 9月 24H 10月 8日 22日 (全 てt曜 日)

後期 10月 29日 11月 12日 26日 栓 て土曜日
'

歌
"広

重のイヽ夫作から稀|は で120点を前後期に分けて展示(前後

期,ll品 民示青).あ らためて広重の絵llと しての人生を振り返る晨

覧会です.t「品をカラーで掲載した図録(2100円 ,も 販売中

当館が所蔵する青木藤作氏のコレクショ

ンから 厳選された作品をこ紹介いたしま

す 青木氏の多岐にわたる収集傾向をこ覧
いただくため ,世絵以外にも川村清雄の

II彩画 久保田米運らの日本画と 様々な

シャンルの作品を長示いたします.

川 1齢嵯 「暢椰J(当 館蔵 ,

企画展 浮世絵の基礎知識 浮 世 絵 つ て な ん だ ?展 ll

l月 13日 (金 )～ 2月 12日 (日 )

ミュージアツ、トーク= ,,2 112′ ,4 11 ¨て|け
:摺蠣1:!i「,『|‖な::lll
上の団体料金

薔習f響撃r駄季よ;督l、さ
"|

(個 人厳 |               |

広重らの浮世絡lF画 よ いったいどの

ようにして生まれるのか 作品制作の背

景を知ることは よリー層これからの艦

賞を楽しくさせてくれるはずです

歌川広重

疏 行縁 日誼 四ツ谷を婆尊」 (個 人厳 )

企画展 江戸の大衆文化と行楽展

2月 16日 (木 )～ 3月 21日 (火 祝)

ミュー ジアツ、トー ク=2,11813′ 14  18日
(■ て 1曜 ,

1「 サ ||イ  ヽⅢIを Jて めろ
'、

々はとのようなとこ

ろ t彙 ,́て いた0)で しょう71 またそこで (ま  し

のようなIし みⅢあっためてしょう1 111:ャ L
I111 1■  1●サ なヒを11い た f ll■ を辿して

,1 111て のイをこ■ くたさい

1111● 111 1  1 tt i■ ,t111■  11■ ■|

企画展

,記念講演会開催のお知らせ
=

11月 13日 (日 )午後1時30分～
聴講無料 定員.t着 50名 当館視聴覚

=に
て開催

「広重の東海道五拾二次と保永堂」
元金域学院大学敦授 木村 八重子氏

版元の保永堂 (■ 内孫八, らの子によって

広重の代表件 「東海道五綸二次之内Jは出版された

その背景に障された謎に迫る。

歌 I「Att i東 海道五拾二次之内 日本橋 (具 散河
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企画展 春夏秋冬の暮 らし

3月 25日 (土 )～ 4月 23日 (日 )

ミュージアム トー ク‐3,12514"81]221`:て [Ⅲ

IIチ の|`■ 力
'■

■になりつつある )| `Ⅲ I J山 カオιた|IF
を叶わうことで ,1)の 忠lkを 感してみてはt,か かですか ↓[

itし からな人手|十 七′、!,‖ の1,の ■い イヽ,か りヽ すくこ|イ イ,い

たします

111' 11 ■tt',(11,t,1111" |11● ■|

企画展

V

●催しはいずれも午′
=1時

30分よリ ミュージアムトークは観覧llが必要

■企画展観覧ll‐大人 500円 (450円 )高 大学生 300円 (270円 )Jヽ 中学生 100円 (90円 )

( )内 は 20も 以上の団体rl金 ※70歳以上 小学生未満は無料 ×阻害者手帳をおI.ちの方 ●き添い1名は半額

■開館時間‐午前9時30分～午後5時 (入館は午後41.30分まで)

■休館日‐月曜日 "日の翌日(祝 日の翌日力i日 曜日は開館)年末年始 ※展示替えのための臨時休館があります


